
 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



8）一 5 結 論 

 試料を直接熱分解した場合と熱分解・メチル化した場合とではまったく異なる 

パイログラムを得た。 

Flg－6～Fig－8 ではアルキッド樹脂中の多価アルコール、多塩基酸及び 

脂肪酸類がそれぞれメチル化される事によってそれらを容易に定性分析をすることが 

できた。 

 メチル化剤はグリセライド分解する性質があることから脂肪酸が熱分解によって・ 

細分化されることなく脂肪酸のメチル化がより早く行われるため熱分解・メチル化法、 

のパイログラムは単純化されたものと推定される。 

 パイログラムの終りの部分に脂肪酸がそのメチルエステルとしてでてくることから 

構成する脂肪酸類を容易に分析することができた。 

 

 

 

 

 

 

 


